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県の新たな総合体育館「スポーツ・コンベンションセンター」設計者決定!
　　　　　　

建設プロジェクトに関する高度な専門性を有する事業者の技術的支援を得て、コスト面にも配慮し
ながら設計を進めます。（コンストラクション・マネジメント方式の導入)
また、例えば、機能性やユニバーサルデザイン、防災、県産材活用のワークショップを開催するな
ど、県民の皆さまからご意見をいただく機会を設けます。

プロポーザル方式※で設計者の選定を進め、令和8年2月に「梓設計・SUEP・東条設計共同企業体」を最優秀提案者として決
定しました。今後は、スポーツ・コンベンションセンターが鹿児島のシンボル的な施設となるよう設計を進めていきます。

※「プロポーザル方式」とは、設計に当たり、技術力や経験、プロジェクトにのぞむ体制などを提案してもらい、最も適切な「提案者(人)」を選
ぶ方式です。優れた「設計案」を選定する「コンペ方式」とは異なるため、提案内容がそのまま設計案となるものではありません。

・諸室をフラットに配置することで、メインアリーナとサブアリーナの連携した利用を可能とするなど、イベント等の主催者や運営者に
とって使いやすい施設とするための工夫がなされている。
・全方位からのアプローチが可能な配置で、建物の正面が中心市街地側に開かれており、県民の皆さまや観光客が気軽に立ち寄れるため
の工夫がなされている。
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《設計期間中(R8年4月～R10年7月予定)の主な取組》
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・のびやかで魅力的な外観デザインであり、鹿児島の
シンボル的な建物となることが期待できる。
 ・吊り屋根の工夫によって桜島の眺望への配慮がなさ
れている。
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提案内容がそのまま設計案となるものではありません。

「梓設計 SUEP 東条設計共同企業体」
スポ ツ コン ンションセンタ が鹿児島のシンボル的な施設

スポーツ・コンベンション
センターについて詳しく
知りたい方はこちら▼


